
儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

設
置
し
や
す
い
土
地
柄
な
た

め
、
「
自
宅
で
充
電
で
き
れ

ば
、
給
油
所
を
探
す
必
要
が

な
い
。
（
南
部
の
被
災
が
予

想
さ
れ
る
）
東
南
海
・
南
海

地
震
な
ど
災
害
時
で
も
、
蓄

電
池
と
な
る
の
で
相
性
が
良

い
」
と
見
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
首

脳
も
い
る
。
普
及
に
向
け
、

各
社
の
工
夫
が
試
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

の
選
択
肢
が
増
え
て
い
る
こ

と
は
確
か
だ


と
り
わ
け
、
県
中
部
か
ら

南
部
の
過
疎
地
域
で
は
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
廃
業
が
相

次
ぐ
。
そ
の
一
方
、
一
戸
建

て
が
多
く
自
宅
に
充
電
器
を

矢
継
ぎ
早
に
投
入
を
続
け
て

お
り

軽
商
用
車
か
ら
高
級

Ｓ
Ｕ
Ｖ
ま
で
豊
富
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
が
揃
い
つ
つ
あ
る


今
年
は
中
国･

比
亜
迪(

Ｂ
Ｙ

Ｄ)

が｢

ラ
ッ
コ｣

で
軽
Ｅ
Ｖ

市
場
に
参
入
す
る
ほ
か

春

に
は
鈴
鹿
市
に
韓
国
Ｋ
ｉ
ａ

(

キ
ア)

の
正
規
デ
ィ
ー
ラ
ー

が
オ
ー
プ
ン
す
る

内
燃
機

関
搭
載
車
と
比
べ
割
高
な
価

格
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
な
ど
へ

の
不
安
は
あ
る
が

消
費
者

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
三
重
東
と
ホ

ン
ダ
小
牧
が
合
併
し
、
ホ
ン

ダ
四
輪
販
売
中
京
（
丸
本
博

社
長
）
が
誕
生
。
４
月
に
は

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
三
重
南
（
宮

田
考
治
社
長
）
な
ど
三
重
・

岐
阜
の
４
社
に
よ
る
「
中
日

本
モ
ビ
リ
テ
ィ
」
発
足
を
控

え
る
。

従
来
、
複
数
県
に
ま
た
が

る
ホ
ン
ダ
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
な

か
っ
た
三
重
県
に
と
っ
て
、

両
社
の
誕
生
は
大
き
な
ト
ピ

ッ
ク
ス
だ
。
広
域
販
売
網
を

ま
と
め
上
げ
、
い
か
に
統
合

の
シ
ナ
ジ
ー
を
発
揮
す
る
か

が
焦
点
に
な
る
。

豊
富
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
が
揃
う
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ
の
普
及
動
向
に
も
注

目
だ
近
年
各
メ
ー
カ
ー
が

増
や
そ
う
と
し
て
い
る
の
が

ト
ヨ
タ
陣
営
だ
。

三
重
ト
ヨ
タ
（
竹
林
憲
明

社
長
）
は
３
月
６
、
７
日
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ト
ア
で
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
試
乗
会

を
開
催
し
た
。
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
と
比
べ
消
費
者
が
来
店
し

や
す
い
特
徴
を
活
か
し
、
Ｅ

Ｖ
の
性
能
を
気
軽
に
体
感
し

て
も
ら
う
こ
と
を
狙
っ
た
。

三
重
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
（
井
上
喜

晴
社
長
）
は
、
こ
れ
ま
で
社

員
の
参
加
に
限
っ
て
き
た
緑

化
活
動
「
ふ
れ
あ
い
グ
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
発
展

さ
せ
、
一
般
市
民
が
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
た
。

全
国
的
に
再
編
が
進
む
ホ

ン
ダ
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
は
、
事

業
基
盤
強
化
を
目
的
に
経
営

統
合
が
相
次
い
だ
。
１
月
に

新
規
顧
客
獲
得
と

既
存
客
防
衛
に
力

三
重
県
の
経
済
情
勢
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

物
価
上
昇
に
賃
金
の
伸
び
が

追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、
こ
こ
５
年
間
で
県
内

総
人
口
は
毎
年
１
万
２
千
人

ず
つ
の
ペ
ー
ス
で
減
少
し
て

い
る
。
昨
年
の
新
車
販
売
台

数
伸
長
に
し
て
も
、
ダ
イ
ハ

ツ
工
業
に
よ
る
認
証
不
正
の

反
動
増
が
主
要
因
だ
。
今
後

の
販
売
台
数
ア
ッ
プ
は
も
ち

ろ
ん
、
現
在
と
同
等
の
ボ
リ

ュ
ー
ム
を
確
保
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
。

そ
の
中
で
、
新
規
顧
客
の

取
り
込
み
や
既
存
客
防
衛
に

向
け
た
模
索
が
続
い
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
地

域
貢
献
活
動
に
よ
り
、
消
費

者
と
の
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト
を

三
重
県
の
自
動
車
流
通

業
界
が
変
革
期
を
迎
え
て

い
る
。
２
０
２
５
年
の
県

内
新
車
販
売
台
数
は
前
年

比
４
・
８
％
増
の
９
万
８

２
４
台
で
２
年
ぶ
り
に
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
。
登
録
車

が
同
２
・
４
％
増
の
５
万

２
９
５
７
台
、
軽
自
動
車

は
同
８
・
４
％
増
の
３
万

７
８
６
７
台
と
な
っ
た
。

人
口
減
少
に
よ
る
新
車
需

要
縮
小
や
人
手
不
足
な

ど
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
各
社
が

対
応
を
迫
ら
れ
る
課
題
が

山
積
し
て
い
る
。
各
社
が

限
ら
れ
た
県
内
市
場
で
競

争
す
る
以
上
、
新
規
顧
客

を
呼
び
込
む
に
は
他
社
と

は
異
な
る
特
色
を
打
ち
出

す
こ
と
が
必
要
不
可
欠

だ
。
そ
の
た
め
に
地
元
に

根
差
し
た
企
業
と
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
顧
客
に

選
ば
れ
る
販
売
店
に
な
る

か
。
メ
ー
カ
ー
、
ブ
ラ
ン

ド
を
問
わ
ず
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
、
新
た
な
挑
戦

が
始
ま
っ
て
い
る
。

特集

他
社
と
異
な
る
特
色
が
不
可
欠

多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
新
た
な
挑
戦

コ
ン
ビ
ニ
試
乗
会
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
消
費
者
の
注
目
を
集
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
い

国
内
メ
ー
カ
ー
の
Ｅ
Ｖ
投
入
も
本
格
化
し
て
い
る
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業
務
の
制
限
に
関
す
る
規
定

の
改
正
趣
旨
が
明
確
化
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３
月
に

会
員
向
け
の
研
修
会
を
実
施

し
た
。
適
切
な
対
応
や
注
意

点
な
ど
を
周
知
し
て
い
る
」

「
保
険
業
法
改
正
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。
法
律
で
定
め

ら
れ
た
以
上
、
し
っ
か
り
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
。
た

だ
、
消
費
者
の
利
便
性
が
過

度
に
損
な
わ
れ
た
り
、
販
売

現
場
の
負
担
が
一
方
的
に
増

大
し
な
い
か
心
配
し
て
い

る
。
登
録
前
用
品
装
着
や
継

続
車
検
の
期
間
拡
大
と
同

様
、
当
局
や
関
係
団
体
と
協

力
し
、
よ
り
現
実
に
即
し
た

制
度
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
」

は
車
検
が
満
了
日
の
２
カ
月

前
か
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
ち
ら
も
繁
忙
期

の
混
雑
緩
和
、
早
め
の
入
庫

に
よ
る
業
務
の
平
準
化
に
役

立
っ
て
い
る
。
メ
カ
ニ
ッ
ク

不
足
が
続
く
中
、
現
場
の
負

担
軽
減
が
進
ん
だ
こ
と
は
離

職
防
止
や
採
用
面
で
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
」

―
会
員
各
社
の
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
へ

の
取
り
組
み
は

「
今
年
に
入
り
改
正
行
政

書
士
法
が
施
行
さ
れ
た
。
車

庫
証
明
取
得
手
続
き
な
ど
、

費
者
の
購
買
意
欲
が
高
ま

り
、
新
車
販
売
の
伸
長
も
期

待
で
き
る
」

―
登
録
前
の
用
品
装
着
が

可
能
に
な
っ
た
ほ
か
、
継
続

車
検
の
受
検
期
間
が
拡
大
さ

れ
た「

こ
れ
ま
で
新
車
の
用
品

装
着
は
、
車
両
が
Ｐ
Ｄ
Ｉ

（
納
車
前
整
備
）
工
場
に
滞

留
し
て
も
登
録
前
に
は
で
き

な
か
っ
た
。
今
は
現
場
の
判

断
で
整
備
順
や
タ
イ
ミ
ン
グ

を
決
め
ら
れ
る
の
で
、
目
に

見
え
て
業
務
効
率
化
が
進
ん

だ
。
ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら

打
ち
に
な
る
中
、
車
両
価
格

や
金
利
は
上
昇
が
続
い
て
い

る
。
営
業
現
場
で
は
、
金
銭

的
負
担
を
補
う
だ
け
の
自
動

車
の
価
値
を
顧
客
に
訴
求
す

る
必
要
が
あ
る
」

―
26
年
度
に
は
自
動
車
税

環
境
性
能
割
の
廃
止
が
予
定

さ
れ
て
い
る

「
販
売
の
追
い
風
に
な
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
昨
年

末
に
は
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税

率
が
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
自

動
車
の
購
入
・
保
有
に
関
わ

る
税
負
担
が
軽
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
傾
向
が
続
け
ば
消

ィ
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
自
動
車
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ

た
。
出
展
車
両
に
は
ス
ポ
ー

ツ
モ
デ
ル
も
多
く
、

〝
環

境
負
荷
の
低
減
〟
だ
け
で
は

な
い
ク
ル
マ
の
楽
し
さ
を
感

じ
た
消
費
者
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
」

―
三
重
県
に
お
け
る
登
録

車
市
場
の
現
状
は

「
26
年
は
１
、
２
月
と
も

に
販
売
台
数
が
前
年
同
期
比

５
・
４
％
減
と
、
年
明
け
か

ら
足
踏
み
状
態
だ
。
物
価
高

騰
で
消
費
者
の
購
買
力
が
頭

昨
年
の
メ
ー
カ
ー
認
証
不
正

に
よ
る
出
荷
停
止
の
反
動
増

が
主
要
因
と
み
ら
れ
、
今
年

も
販
売
が
増
え
る
か
は
不
透

明
だ
。
世
界
情
勢
に
目
を
移

せ
ば
米
国
通
商
政
策
や
、
半

導
体
供
給
制
約

に
よ
る
新
車
生

産
の
停
滞
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
が
顕

在
化
し
た
１
年

だ
っ
た
」

「
一
方
、
各

地
で
モ
ビ
リ
テ

―
昨
年
の
振
り
返
り
は

「
２
０
２
５
年
の
県
内
登

録
車
販
売
台
数
は
前
年
比
２

・
４
％
増
の
５
万
２
９
５
７

台
で
、
２
年
ぶ
り
に
前
年
実

績
を
上
回
っ
た
。
た
だ
、
一

環
境
性
能
割
廃
止
は
販
売
の
追
い
風

あ
り
、
正
当
な
対
価
を
得
ら

れ
る
安
定
し
た
職
業
と
い
う

点
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

―
持
続
可
能
な
整
備
業
界

作
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

「
消
費
者
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
す
る
こ
と
が
第
一

だ
。
ど
ん
な
車
で
あ
っ
て
も

整
備
で
き
る
、
故
障
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
作
業
を
提
案

で
き
る
事
業
者
に
は
、
自
然

と
顧
客
が
集
ま
る
。
そ
う
な

れ
ば
、
物
価
上
昇
な
ど
の
影

響
で
工
賃
や
部
品
代
を
値
上

げ
し
て
も
顧
客
は
離
れ
な
い

だ
ろ
う
。
信
頼
さ
れ
、
親
し

ま
れ
る
“
カ
ー
ド
ク
タ
ー
”

と
し
て
、
地
域
社
会
に
お
け

る
自
動
車
の
安
全
を
守
っ
て

い
く
」

備
を
導
入
す
る
工
場
も
増
え

て
お
り
、
業
務
負
担
が
軽
く

な
っ
て
い
る
」

「
待
遇
改
善
も
進
ん
で
い

る
。
日
本
自
動
車
整
備
振
興

会
連
合
会
（
喜
谷
辰
夫
会

長
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
５

年
の
整
備
要
員
の
平
均
年
収

は
約
４
４
３
万
円
と
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。
業
態
別
で

は
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
約
５
３
５

万
円
と
な
り
、
専
業
・
兼
業

に
限
っ
て
も
４
０
０
万
円
を

超
え
た
。
自
動
車
整
備
士
は

高
度
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
扱

う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

る
な
ど
、
整
備
業
界
の
人
材

不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

自
動
車
整
備
の
大
切
さ
や
魅

力
を
伝
え
る
取
組
み
と
し

て
、
『
マ
イ
カ
ー
点
検
教

室
』
や
『
自
動
車
整
備
特
別

体
験
学
習
会
』
な
ど
、
メ
カ

ニ
ッ
ク
に
な
り
た
い
人
を
増

や
す
施
策
を
続
け
る
」

―
整
備
業
界
の
魅
力
を
高

め
る
に
は

「
ま
ず
は
、
〝
３
Ｋ
（
き

つ
い
、
汚
い
、
危
険
）
〟
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ
と

だ
。
か
つ
て
と
異
な
り
、
各

種
作
業
支
援
機
器
や
空
調
設

く
」―

昨
年
６
月
に
は
、
「
特

定
訪
問
整
備
制
度
」
が
施
行

さ
れ
た
。
県
内
整
備
事
業
者

の
反
応
は

「
昨
年
12
月
末
時
点
で
、

県
内
に
お
け
る
活
用
実
績
は

な
い
。
や
は
り
実
施
場
所
や

事
前
届
け
出
な
ど
の
要
件
が

厳
し
く
、
会
員
各
社
は
制
度

の
利
用
に
至
っ
て
い
な
い
よ

う
だ
」

―
人
手
不
足
へ
の
対
策
は

「
国
土
交
通
省
に
よ
る

と
、
過
去
20
年
で
自
動
車
整

備
学
校
入
学
者
数
が
半
減
す

め
て
い
る
」

―
電
子
制
御
装
置
の
認
証

に
つ
い
て
、
県
内
の
状
況
は

「
県
内
に
お
け
る
電
子
制

御
装
置
の
認
証
取
得
率
は
、

昨
年
12
月
末
現
在
で
指
定
工

場
が
99
・
４
％
、
認
証
工
場

で
は
59
・
８
％
と
な
っ
て
い

る
。
指
定
工
場
の
多
く
が
取

得
済
み
な
反
面
、
認
証
工
場

で
は
４
割
が
未
取
得
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
数
字
を
１
０

０
％
に
近
づ
け
る
こ
と
が
必

要
だ
。
引
き
続
き
、
現
場
の

課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
認

証
取
得
の
支
援
を
行
っ
て
い

突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど

の
高
度
な
電
子
制
御
装
置
が

装
備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

装
置
は
目
視
で
故
障
個
所
を

正
確
に
見
極
め
る
こ
と
は
困

難
だ
。
そ
の
た
め
、
Ｏ
Ｂ
Ｄ

（
車
載
式
故
障

診
断
装
置
）
の

デ
ー
タ
を
ス
キ

ャ
ン
ツ
ー
ル
で

読
み
込
む
こ
と

に
よ
り
、
適
切

に
整
備
を
行
え

る
よ
う
業
界
全

体
で
対
応
を
進

―
自
動
車
業
界
で
は
電
動

化
や
知
能
化
が
進
ん
で
い

る
。
整
備
分
野
で
の
最
新
技

術
へ
の
対
応
は

「
現
在
、
新
車
で
販
売
さ

れ
る
車
両
の
９
割
以
上
に
衝

だ
」「

例
え
ば
チ
ャ
ッ
ト
を
通

じ
た
顧
客
と
の
連
絡
で
は
、

我
々
世
代
が
持
っ
て
い
る
ス

キ
ル
よ
り
も
、
若
手
ス
タ
ッ

フ
の
能
力
が
活
き
る
。
ベ
テ

ラ
ン
社
員
は
メ
ー
ル
に
準
じ

た
フ
ォ
ー
マ
ル
な
文
章
を
送

り
が
ち
で
、
消
費
者
に
対
し

て
敷
居
が
高
い
印
象
を
与
え

る
よ
う
だ
。
若
手
社
員
は
短

い
文
章
を
送
る
た
め
、
親
し

み
や
す
い
雰
囲
気
で
対
話
で

き
る
。
新
た
な
技
術
を
十
分

に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
多

様
な
年
齢
層
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な

る
」

従
来
の
〝
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

型
〟
か
ら
、
入
社
後
に
も
勤

務
体
系
や
職
種
が
変
更
で
き

る
〝
ジ
ョ
ブ
型
〟
へ
の
転
換

も
含
め
、
時
代
に
適
応
し
た

企
業
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」

―
販
売
会
社
の
業
務
効
率

化
も
課
題
だ

「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ

化
）
や
、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
の
活
用
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

経
営
陣
・
管
理
職
だ
け
で
な

く
、
若
手
の
意
見
も
柔
軟
に

取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要

ら
は
警
戒
す
る
声
が
聞
か
れ

る
。
一
方
、
投
入
モ
デ
ル
は

最
量
販
ク
ラ
ス
の
ス
ー
パ
ー

ハ
イ
ト
ワ
ゴ
ン
の
た
め
、
Ｅ

Ｖ
市
場
活
性
化
へ
の
刺
激
と

な
る
は
ず
だ
。
前
向
き
に
捉

え
る
関
係
者
は
多
い
。
国
産

車
と
輸
入
車
が
切
磋
琢
磨
す

る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｖ
市
場
拡
大

が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
」―

整
備
士
は
も
と
よ
り
、

営
業
ス
タ
ッ
フ
で
も
人
手
不

足
が
続
く

「
人
手
が
足
り
な
い
中
で

業
務
を
回
す
た
め
に
、
よ
り

柔
軟
な
働
き
方
が
必
要
だ
。

費
者
が
充
電
イ
ン
フ
ラ
へ
の

不
安
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
、
ガ
ソ
リ
ン
モ
デ
ル
と

比
べ
割
高
で
あ
る
こ
と
が
要

因
だ
。
た
だ
、
県
内
で
も
過

疎
地
域
を
中
心
に
給
油
所
が

減
少
し
て
お
り
、
自
宅
で
充

電
で
き
る
Ｅ
Ｖ
の
利
便
性
が

高
い
場
所
も
あ
る
。
顧
客
の

条
件
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
、
メ
リ
ッ
ト
を
訴
求
し
て

い
く
」

―
今
年
は
比
亜
迪
（
Ｂ
Ｙ

Ｄ
）
が
軽
Ｅ
Ｖ
を
投
入
予
定

だ
「
ラ
イ
バ
ル
が
増
え
る
と

い
う
意
味
で
、
会
員
各
社
か

利
の
上
昇
に
よ
る
消
費
者
の

負
担
増
を
懸
念
し
て
い
る
。

各
社
と
も
残
価
設
定
型
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
の
提
案
に
取
り

組
む
ほ
か
、
中
古
車
販
売
を

強
化
し
て
顧
客
の
囲
い
込
み

を
図
っ
て
い
る
」

―
国
産
ブ
ラ
ン
ド
で
軽
規

格
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

が
出
揃
っ
た
。
販
売
の
現
状

は
「
苦
戦
が
続
い
て
い
る
。

試
乗
し
た
顧
客
か
ら
は
『
走

り
が
滑
ら
か
で
乗
り
心
地
も

良
い
』
と
の
声
を
も
ら
う

が
、
成
約
ま
で
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
消

各
メ
ー
カ
ー
の
生
産
体
制
が

お
お
む
ね
順
調
だ
っ
た
こ
と

が
販
売
に
良
い
影
響
を
も
た

ら
し
た
」

―
今
年
の
展
望
は

「
年
明
け
以
降
の
販
売
台

数
は
、
１
月
が
前
年
同
期
比

１
・
５
％
減
、

２
月
は
同
０
・

７
％
減
で
や
や

弱
含
み
の
状
態

だ
。
通
年
で
は

昨
年
以
上
の
台

数
を
見
込
ん
で

い
る
も
の
の
、

新
車
価
格
や
金

―
２
０
２
５
年
を
振
り
返

っ
て「

25
年
の
県
内
軽
市
場

は
、
前
年
比
８
・
４
％
増
の

３
万
７
８
６
７
台
だ
っ
た
。

半
導
体
の
供
給
制
約
な
ど
不

安
要
素
は
あ
っ
た
も
の
の
、

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
三
重
県
支
部

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
三
重
県
支
部

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
三
重
県
支
部

岩
井
純
朗
支
部
長

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

三
重
県
軽
自
動
車
協
会

磯
田
雅
伸
会
長

三
重
県
自
動
車
整
備
振
興
会

三
重
県
自
動
車
整
備
振
興
会

三
重
県
自
動
車
整
備
振
興
会

竹
林
武
一
会
長

Ｅ
Ｖ
販
売
メ
リ
ッ
ト
訴
求
が
重
要

消
費
者
と
の
信
頼
関
係
構
築
第
一
に
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Ｑ1.2025年の振り返りと2026年の展望貴社の
今後の方針について

Ｑ2.貴社が現在抱える課題とそれに対応する取り組み

Ｑ3.自動車の｢モビリティ化｣の進展について(電動化や知能化
販売手法の変化の速度や状況など何でもかまいません)
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